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短期語学研修にお ける学生の意識と実態

一 中国天津師範大学の場合

別 府 直 苗

三重大学 は, 天 津師範大学 と の 交流協定 に基づ い て 短期語学研修& 文化交流 を実施 して い るが ､ そ の 事業 を通

して ､ 学生 た ち は実際何 を考 え何 を学び取 っ て きて い る の で あ ろ うか ｡ そ の 意識 と実態 に つ い て ､ 第 1 回 と第 2

回 の 語学研修 に参加 した 学生 た ち の 研修 レポ
ー

トか ら明 らか に しよ う と した も の が 本報告で あ る｡ 広大 な 中国 を

目 の 当た り に した 学生 た ちが ､ 語学研修 を通 して 価値観 の 多様性 に触れ ､ 視野 を広げて い く 様子が分か り､ こ の

研修事業が い か に意義深 い も の で あ るか が 感得 され る も の と思 わ れ る0

キ
ー

ワ
ー

ド : 中国 ､ 天 津師範大学､ 語学研修､ 文化交流､ 価値観

は じめ に

三 重大学と中国天 津師範大学 との交流協定に基づ い

て ､ 2 0 0 3 年度か ら毎年春 3 月 に天津師範大学にお い て 2

週間の 語学 (中国語) 研修 & 文化交流が行われ て い る ｡

第 1 回 目 の参加者は教育学部の み 8 名 ( 男 2 名
･ 女 6 名)

(1 年目は学部間協定で あり､ 2 年目から全学協定に発展)

で あ っ た が ､ 第 2 回 目 の参加者は ､ 人文学部 1 3 名, 戟

育学部 4 名､ 工 学部 1 名, 生物資源学部 1 名の 計 19 名( 男

1 名 ･ 女 18 名) と大幅に増加した｡ そ こ で ､ 参加 した

学生たち の 意識と実態に つ い て ､ こ の 短期研修の魅力 ･

意義 ･ 成果に焦点を当て て ､ 学生 の研修レポ ー トか ら検

証し てみ る こ とにする｡

1 中国天津師範大学は どんなとこ ろか

A 学習環境
･

教育設備
･ 生活環境

A - a 学習環境

○学習環境は と て も良い ｡ 北京 の よ うな都会で は なく､

ア ッ トホ
ー ム な雰囲気なの で , 勉強するには最適の 環境

だと思う ｡ (1 回 生 1 名/ 2 回生 4 名)

○大学の第
一

印象は , 広 い とい う こ とで ある｡ (1 回 生 1

名/ 2 回 生 1 名)

A - b 教育設備

○授業を受ける校舎は ､
エ レ ベ ー タ ー もな く若干古い 印

象を受けるが ､ リ ス ニ ングの 部屋は 1 人 1 台 ヘ ッ ドホ ン

があ り, リ ス ニ ングに集中でき る環境が整 っ て い た ｡ (2

回 生 2 名)

○教室は ､ 日本と変わらずきれ い で あ っ た が ､ トイ レが

1 つ しかな い ため並んだり他の 階にまわ っ た り して 多少

の 不便を感じた ｡ (2 回生 2 名)

* 三 重大学教育学部国語教育講座

○授業を 受け て い た 建物 で は トイ レが汚く て 座れ な

か っ た ほど で ある｡ (1 回 生 2 名)

○教室は 2 0 人 ほ どが入れ る広さで､ ア ッ ト ホ
ー

ム な感

じが した ｡ (2 回 生)

○教室は クラ ス によ っ て それぞれで , 設備に差が あ っ

た ｡ 壊れ た椅子に座らざるをえな い学生も い た｡ (1 回 生)

○図書館は 開館時間が早く, 自習室が小 さか っ た の で い

つ も満席状態で あ っ た｡ (2 回 生)

A - c 生活環境

○大学内に売店や パ ン屋が あり, 基本的に必要な も のは

大学周辺です べ て揃う｡ (1 回 生 2 名/ 2 回生 3 名)

○大学内は と て も活気に溢れ て い て夜遅く まで多く の

人 が学内を歩 い て い る こ とに驚い た｡ (1 回 生 1 名/ 2

回生 3 名)

○学生はみんな夜ま で教室で勉強して いた り, グ ラ ン ド

で運動して いた りと､ 思 い思 い に充実した時間を過ごし

て い るよう であ っ た ｡ (1 回 生 1 名/ 2 回生 1 名)

○学内にある学生食堂は非常にお い し い と思 う｡ (1 回

生 2 名)

○近辺には書店や C D 店 もあ る｡ (1 回 生)

○学生食堂は最後までう まく利用で きなか っ た ｡
まずメ

ニ ュ
ー が 読めな い し, 見た目だけ で 選ぶ と味の 当たり外

れ もあ っ た ｡ (2 回 生)

B 宿泊施設

○宿泊施設は非常に豪華で , 2 人 で 使 っ て も十分広く ,

非常に快適だ っ た｡ 部屋は清潔だし, 暖房器具もあ る｡

トイ レもきれ い だし, デス クや ス タ ン ドも設置され て い

た ｡ (1 回 生 4 名/ 2 回 生 13 名)

○宿泊施設は とて もきれ い で ､ 施設内に売店があり水な
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どがすぐ手に入る の で あまり不 自由さを感 じる こ とはな

か っ た｡ (1 回 生 6 名/ 2 回生8 名)

○要望を言う とすれば, 学習の ために部屋 に明る い 照明

があればよか っ た｡ 勉強するときに手元が暗く て困 っ た ｡

(1 回 生 1 名/ 2 回生5 名)

○トイ レ ッ ト ペ
ー パ ー が 配布され なか っ た こ とが少し

困っ た｡ しか し, 1 個1 .2 元 ぐら い で 買えた の で､ 問題な し｡

(1 回 生 1 名/ 2 回生 2 名)

○部屋用に ス リ ッ パ を持 っ て 行 っ たほうが よ い と思う ｡

( あ る とく つ ろげる｡ 私 は持 っ て 行 っ た ｡) (1 回 生1 名

/ 2 回生 1 名)

○去年の体験談で はお湯が出にく い時間帯があると い う

こ とで あ っ た が, 今年はそ の ような ことはなく､ 快適に

過ごせた｡ (2 回 生 1 1 名)

○ホテル の サ
ー ビス として ､ ご み の 回収, ベ ッ ドメイキ

ングがあるが, 必ず しも毎日 で はな い ｡ 特 に ベ ッ ドメイ

キングはあまり期待 しな い ほうがよ い ｡ (2 回 生 4 名)

○お風呂の 水が黄色い こ とや温度調整が難 しい こと､ 時

間帯によ っ て はお湯が出な い こ とが少し難点だっ たと思

う｡ ポ ンプが壊れたり, 沢 山 の 人が
一

度 に使 っ たりする

とお湯が出なくなる こ とはよくあるそ うな の で､ 朝や 夕

方な ど人 と時間をずら して お風呂に入 る の が ベ タ
ー だと

思 っ た｡ (1 回 生 3 名)

○トイ レに紙を流さな い 習慣がある｡ 詰 ま っ て しまう恐

れあり｡ (2 回 生 3 名)

○説明会で持っ て行 っ た はうがよ い と言われた ハ ンガ
ー

や ス リ ッ パなどは とて も役に立 っ た｡ (2 回 生)

C 学生 ･ 教師 ･ 留学生

C - a 学生

○日本語学科の 学生 と交流したが､ と て も好意的で あ っ

た ｡ 夜 の 1 0 時半ま で 開 い て い る とい う校舎で は実際に

10 時半ま で 明か りを灯 し て勉学に勤 しむ学生の 姿が毎

晩見られ , ほ ん とう に勤勉な学生が多い と思 っ た｡ (1

回 生)

○日本語学科の 学生による と, 授業以外に自分で 8 時間

近く勉強して い る とき もあり､ そ の
一

方 で朝ま で友達と

カ ラオケを楽しむ こ ともあると い う｡ (2 回 生)

○中国の 学生は大学の寮で 生活して い る人が多い らしく

大学で 生活用品等す べ て そろう｡ お湯を汲みに来る学生

の 姿を し ょ っ ち ゆ う見た｡ (2 回 生)

C - b 教師

○教師に つ い て は､ 親身にな っ て 下さ る先生ばか り で

あ っ た｡ は とん ど中国語を話すこ との で きな い私たち に､

休み時間を割い て発音練習に付き合 っ て くれたり､ ク ラ

ス に馴染めるよう努め て くれた姿には思 わず胸に熱い も

の が こみ上げた｡ (1 回 生 1 名/ 2 回生 3 名)

○教師は皆親 しくし て くれ ､ と て も親切だ っ た の で楽し

く過ごす ことが で きた｡ (1 回 生 2 名)

○教師の話す中国語はゆ っ く り で きれ い な発音だ っ た の

で ､ 留学生にはと て も分か りやすく 1 週間もあれば次第

に慣れ て い く｡ ただ､ 外 に出た途端
一 般 の 人 の 中国語が

聞き取れなか っ た の には シ ョ ッ ク を覚えた｡ (2 回 生)

C - c 留学生

○韓国から の留学生が多い ｡ (1 回 生 1 名/ 2 回生 1 名)

○他 の留学生 とも本当 に仲良く なれた ｡ (1 回 生 1 名/

2 回生 1 名)

○留学生の 8 割以上が韓国から の 学生であり, 大学内で

韓国人が多い の はもちろん､ そ れ に伴 っ て 周辺 の飲食店

な ども韓国 の店が多か っ た｡ 次 い で 日本人､ イギリ ス 人

や アメリカ人と い う構成の よう で ある｡ み ん な で仲良く

や っ て い こ うと い う雰囲気があり､ と て も和や か で あ っ

た｡ 留学生同士 の , 特 にクラ ス の つ な がりは強く, 週末

にはみんな で ご飯を食べ に行 っ たり遊びに行 っ たりし て

い るよう で ある｡ (2 回 生)

○授業が
一

緒だ っ た他国の留学生たちと の交流で ､ 最初

の 頃は､ 言葉が通じな い と い う ことが大きな障害の よう

に思えたが, 身振り手振りで思い が伝わる ことに喜びを

感じるようにな っ て からは､ 言葉 の壁をあまり考えな い

ようにな っ た と思 う｡ (1 回 生)

○私 の クラ ス の 留学生は 25 名で , 日本人は 4 人 ､ 残 り

の ほとん どが韓国人であ っ た｡ 彼 らと の会話はもちろん

中国語で あるが, 韓 国人は読解力はあるが, 発音は激音

な ども混 じり聞き取りにく い部分もあ っ た｡ (2 回 生)

2 語学研修 ( 中国語 ･ 中国文化) 及び小旅行につ いて

A 中国語研修

○中国語がほとん ど分からず不安だ っ たが, ク ラ ス はと

て もア ッ トホ ー ム な感じ で ､ 授業も元気か つ積極的で活

気が あ り, 不安は
一

気 に吹 っ 飛んだ｡ (1 回 生 5 名/ 2

回生 2 名)

○授業で習 っ た単語や ､ フ レ ー ズがそ の 日 の 生活にそ の

まま生かせ る の が楽しか っ た｡ 日常生活で中国語を使わ

な い と生活で きな い の で
一

生懸命になれ たし､ 使 い なが

ら学 べ た の も良か っ た｡ (1 回 生 3 名/ 2 回生 4 名)

○中国語の授業は全て中国語で行われ るため､ か な り の

集中力が必要になる｡ 中国語の文法を中国語で説明され

る の に最初は少し戸惑 っ た が, 慣れ て く る と, ジ ェ ス

チ ャ
ー

や 雰囲気で 少しず つ 理解 で きるようにな っ た ｡ (1

回 生 1 名/ 2 回生 5 名)

○先生や クラ ス の 雰囲気が良く ､ 楽 しく勉強が で きた｡

(1 回 生 1 名/ 2 回生 3 名)

○初め より は先生 の 言葉が理解で きるよう にな っ た の

で ､ 多少上達した の かな と思う ｡ ( 1 回生 2 名/ 2 回生2 名)

-
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○だんだん慣れ て くると知 っ て い る単語が増え, 自然と

会話が何となく分か るようにな っ た｡ 自分が 日に日に成

長 して い く のが分か り, 成長する の が これ ほど楽し い こ

とだとは思わ なか っ た｡ (1 回 生 1 名/ 2 回生 1 名)

○クラ ス の留学生 たちはみ んなと て も元気で ､ 先生 の 問

い かけにも積極的に反応し て い て ,
一

緒 に授業を受け て

い て と て も楽しか っ た ｡ 日本 で は経験した こ とがな い授

業だ っ た｡ (1 回 生 1 名/ 2 回生 1 名)

○全 て中国語で授業が進むが ､ 初級クラス の リ ー デ ィ ン

グと総合 (文法
･

発音) の 2 人 の先生は優しくて ゆ っ く

りと話し て黒板にも書い てくれ る の で とて も分か りやす

か っ た｡ 先生は 2 人 とも明るく て とて も褒め上手だな あ

と感じた ｡ 分か らな い と こ ろが あると丁寧に教え てくれ

た し､ また コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 上 の い ろ い ろな こ とに つ

い て も話して くれた ｡ (2 回 生 6 名)

0 9 割 ほ どが韓国の人だ っ たが ､ 日本語と英語と中国語

を織り交ぜなが ら も何とか話をする こ とが で きた こ と､

み ん な仲良く して くれた こ とな ど､ 本当にうれ しか っ た｡

(1 回 生 3 名)

○中国に行 っ て 自分が どれだけ中国語の 聞き取りが で き

な いかが分か っ た ｡ 大学 で受けて い た授業で は先生は も

の すごくゆ っ く り話 して くれ て い たんだなあ と思 っ た｡

(2 回 生 2 名)

○クラス では最後の 授業の とき, 送別会をして くれ ､ 歌

を歌 い , 皆 と握手をした ｡ (1 回 生2 名)

○クラス の みんな (韓国人が ほとん どで ､ 日本人数人と

トル コ 人 1 人) と先生と で , 韓国料理屋 へ 食 べ に行っ た

りした ｡ (2 回生 2 名)

○リ ス ニ ングカが少し上が っ た の と, 速く話そう ､ で き

るだけネイテ ィ ブに近い 発音で話そう とするよう にな っ

た ｡
また ､ 現地で しか使わな いような言葉､ 教科書には

載 っ て い な い ような言葉も学ぶ こ とが で きた｡ 本場の 中

国人 に発音が良い と褒め られた ときは本当に嬉 しか っ

た ｡ (2 回 生2 名)

0 4 人 が中級ク ラス で 授業を受けた｡ 授業はと て もア ッ

トホ ー ム な雰囲気で , 途中か ら加わ っ た けれ ど､ 先生も

ク ラ ス メ ー ト も とて も親切で 入 り込みやすか っ た｡ (2

回 生 2 名)

○留学生 の 受け入れ態勢は レ ベル に応じて 1 3 段階 の ク

ラス に分けるな どきめ細か い 対策が取られ て い て 良か っ

た ｡ (1 回生)

○先生は , リ ス ニ ング､ 文法､ 会話によ っ て それぞれ か

わ り､ 1 日 午前中 4 時間ある中､ 2 時間ず つ ､ 1 日 目 リ ス

ニ ング 1 ･

2 時間, 文法 3
･

4 時間､ 2 日 目文法 1
･

2 時間,

会話3 ･ 4 時間と いう具合で毎日変わ っ て い っ た ｡ (1 回 生)

○日本の聴い て い るだけの授業ス タイル とは大きく異な

り､ 積極的に発言しな い と自分の存在が消えて い きそ う

なく ら い 盛り上が っ て い る参加型の 授業で あ っ た ｡ (1

回 生)

○日本で はある程度発音の誤りが許され て も､ 現地の 人

に対し て は通じな い のだと思 っ た ｡ しか し､ そ の こ とで

話し方を 工夫した り､ 勉強の ス タイル を変えなくては い

けな い こ とな ど多く の こ とに気づ いた ｡ (1 回 生)

○最初の頃は ､ 誰 で も知 っ て い るような言葉で さえ ､ す

ぐに出て こなか っ たが ､ 帰 る頃には ､
｢ あ り が とう｣ に

対して は ｢ どう い た しまして｣ ､ ｢ すい ません｣ に対して

は ｢ 大丈夫で す｣ ､ ｢ 何階 ですか ? ｣ に対して は ｢4 階 です｣

と い うような , 対 になる言葉がすぐに出るようにな っ た ｡

簡単そう に思えるが ､ 実際にそ の 状況になる と意外と難

しい もの であ る｡ (1 回生)

0 2 週間 で上達したな と思う の は ､ 中国語を聞き取る力

である｡ 北京に着い たすぐの 時は , 中国語が鳥の 鳴き声

にしか聞こえなか っ た ｡ 研修 の後半で は, 単語の意味が

分かれば内容が分かる の に
･ ･ ･ とい う こ とが沢山あ っ

た ｡ 授業中だけ中国語を聞くの で はなく､ 中国語に囲ま

れ て 生活する とい う こ との 意味の 大きさを知 っ たように

思う｡ (1 回 生)

○自分の 名前さえ言えな い 全く と言っ て い い ほ ど中国語

が話せな い 状態で 参加したが, 不安に思 う こ とは全然な

か っ た ｡ 中国で 勉強する こ と全て が新鮮に感 じられ て ､

す ごい ス ピ ー ドで 自分の 中に中国語が入 っ て来る感じが

した ｡ 1 週間もする と, 相手が言い た い こ とが何となく

分かるようにようにな っ た り, 単語が聞き取れたり して ,

片言だ っ たけれ ど会話ができるようにな っ て 本当に嬉し

か っ た｡ (2 回 生)

○学習形態は中国人の 先生が教科書を用い て 教えると い

う もの ｡ (1 回 生)

○中国人教師と学生との 日常会話の 時間が非常に多い ｡

(1 回生)

○先生は中国語で しか話さな い の で､ 時 によ っ て は何も

分からな い まま終わる こともある｡ (1 回 生)

○先生は明るく元気で ､ 学生と の 関係が 日本よりも親密

で あると感じた｡ (1 回 生)

○教室の雰囲気はと て も和やか で ､
一 人 一 人 が自由に質

問する空気があ っ た｡ (1 回 生)

B 中国文化

○太極拳の先生は明るい 人柄で ､ 動 き の真似をした練習

だけで も面白か っ た｡ (1 回 生 2 名/ 2 回生 5 名)

○太極拳は先生の 説明が 分か らなく て 見よう見まね で

や っ たが ､ 太極拳で大切な腰を使 っ て動く と いう動作が

ほとんどで きなか っ た｡ (1 回 生 2 名)

○日本の武道同様､ 身体 の運動と哲学が
一

体 とな っ た武

術の文化が中国にもある こ とが分か っ た ｡ ( 1 回 生)

○書道や中国料理 の授業も先生方が優しく ､ 取 り組みや

すか っ た ｡ (2 回 生 3 名)

- 9 1 -



別 府 直 苗

○中国文化に つ い ては本当に楽しく貴重な体験をする こ

とが で きた｡ 映画鑑賞や 市内観光で ｢ 中国 の今｣ を､ 太

極拳や書道で ｢ 中国の伝統｣ を､ そ れぞれ見る ことが で

きたような気がする｡ ま た､ 中葉料理 の時には､ 油や砂

糖が多か っ た り､ 鮫子は全て水敏子だ っ た りと､ 日本 で

見る姿との違 い に驚い た｡ (2 回 生 2 名)

○中華料理は野菜妙め の よう な も の と較子作 りで あ っ

た ｡ 野菜 の切り方や敏子の包み方な ど全て本物の コ ッ ク

さん直伝で 教え て もら い ､ た め にな っ た ｡ 作 っ た も の の

味比 べ を した の も楽 しか っ た｡ (2 回 生)

○特に映画鑑賞 ( 中国映画) の時間が楽しか っ た ｡ 中国

語字幕と英語字幕が同時に出て くる｡ 芸術は国境を越え

る もの だと実感した｡ (2 回 生)

○自然博物館と書道の時間が前後してお り, 博物館で見

た ｢ 文房 四宝｣ が授業でも取り上げられた こ と で自分の

中で の理解が深ま っ た｡ (2 回 生)

C /ト旅行 ( 北京)

○小旅行で最 も心に残 っ た の は万里 の 長城 で あ る｡ (1

回 生7 名/ 2 回生 1 2 名)

○万里 の長城は､ 写真で は見た こ とがあ っ た が , 実際見

る の とは感動の度合いが違 っ た｡ 自分の 足で歩き､ 実際

にそ の場に立 っ て , そ こ に吹く風を感じる こ とがで きた

こ とは と て も貴重な経験にな っ た｡ (1 回 生3 名/ 2 回

生 1 名)

○万里の長城は風が強く , 予想以上に寒か っ た｡ マ フ ラ
ー

と帽子, 手袋は欠かせな い と思 っ た ｡ (2 回 生7 名)

○階段が空に向か っ て続 い て い るよう に見えたあ の 万里

の長城の景色は 一 生忘れ な い と思う ｡ (1 回 生)

○バス から見た万里 の長城は信じられな い は ど雄大で 驚

い た｡ (1 回 生)

○故宮もそ の広さに驚いた ｡ 皇帝が とて つ もなく大きな

権力を持 っ て い た こ とが分か る｡ (1 回 生5 名/ 2 回 生6 名)

○故宮博物館は左右対称の造りや大きさ ､ デザイ ン の 面

白さが 印象的で あ っ た ｡ (1 回 生)

○天安門も本当に大きく て壮大で感動した ｡ 中国の 歴史

を感じた ｡ (1 回 生 2 名/ 2 回 生 3 名)

○早朝 (6 : 3 0) ､ 天 安門の 前 で 行われ る国旗掲揚の儀式

を見学し､ 日本とは違うなあと感じた｡ (2 回生 4 名)

○天安門で毛沢東の 絵が掲げて あ っ た が , よ く教科書に

載 っ て い るもの で あり , そ れ を生で見る こ とが で き て興

奮した ｡ (2 回 生)

○京劇や マ ジ ッ クも華麗な技の連発で 本当に楽しめた ｡

(1 回 生 5 名)

○小旅行の 間に食 べ た料理は ､ どの料理 もお い しか っ た

が , 特 に北京ダ ッ ク に興奮した｡ (2 回 生 5 名)

○北京で 宿泊したホテル で は､ 2 カ 所 ( 小旅行中に宿泊

した所と帰国前日 に宿泊した所) ともバ ス タブが無か っ

た の にも驚いた ｡ (2 回 生 2 名)

○同じ中国な の に､ 天津とはまた違っ た雰囲気で あ っ た｡

(1 回 生 2 名)

D 小旅行 ( 天津)

○天 津の 自然博物館は と て も大きく見る と ころが沢山

あ っ た ｡ 日本 の侵略の 展示 もあり ､ や は り見逃せな い事

実で何処まで行 っ て も付い て く る歴史問題なの だと痛感

した ｡ (2 回 生 5 名)

○日本語科の 学生 さんたち と行 っ た鼓楼や古文化街も興

味深か っ た ｡ (2 回 生 2 名)

○狗不理 で の 食事や買い物に つ い て 思 い出す｡ (1 回生)

3 中国で 2 週間生活 して感 じた こと

A 中国の 自然 ･ 町並み

○中国は空気が乾燥して い て砂 っ ぼか っ た ｡ 手荒い した

洗濯物は夜に干せば翌朝には乾い て い て ､ 日 本で滅多に

使わ なか っ た保湿クリ ー ム が手放せな い と い う状況で

あ っ た ｡
ベ ッ ドの 近く に濡れたタオル を置い たり､ バ ス

タブに水を張 っ たりする とよ い ｡ 乾燥の ため ､ 喉を痛め

て しま っ た人が多い ｡
マ ス ク もあ っ たほうがよ い ｡ コ ン

タ ク トの 人は目薬を常備 して お く とよ い ｡ (1 回 生2 名

/ 2 回生 1 4 名)

○緑がほ とん どな い ｡ そ れ を補うか の ように電飾や店の

看板がき らびやか で あ っ た｡ (1 回生 2 名/ 2 回生7 名)

○中国は とにかく大き い ｡ (1 回生 4 名/ 2 回生 2 名)

○中国はすごい 勢い で 発展して い る の がよく分かる｡ 大

きな通り に面した場所は近代的なの だが､
一

歩路地 へ 入

ればまだまだ壊れた塀が連な っ て い た りする ｡ 1 0 年程

前は当時の 日本の 30 年程遅れ て い ると言われた らしい ｡

現在は 10 年遅れ ｡ 5 年後は どうな っ て い る の だろう｡ (2

回 生)

○貧富の 差が激しい ｡ 椅麗な高層ビルや高級マ ン シ ョ ン ､

住宅街があ っ た と思う とそ の横はボ ロ ボ ロ の家 (崩れそ

うな レ ンガの 家) や商店があ っ た｡ ま た､ 道路を走 っ て

い る革 も､ 新車の ようなピカピカの車もあれば, 動 い て

い る の が不思議なくら い ボロ ボロ の車もあ っ た｡ あ ま り

に も極端なそ の 光景が シ ョ ッ クだっ た ｡ (1 回 生 5 名/

2 回生 3 名)

○天津はとて も学校が多く､ 師範大学の近くにも大学が

2 つ あ り, 沢山 の 若者を見か ける｡ 学生の 街とい う印象

を強く受ける｡ そ の ためあまり物騒な感じはしな い ｡ 実

際, 治安も良い らし い ｡ (2 回 生)

B 文化 ･ 人 々 ･ 日常生活 ･ 風土

○中国に つ い て まず驚い た のが ､ 交通ル
ー ル の適当さ で

ある｡ 車 の運転があらく ､ 隙間を縫うように走り, ク ラ

ク シ ョ ン は鳴り っ ばなし｡ 中国 で は車は右側通行｡ 道 を
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渡るの も命が け で 本当に怖か っ た ｡
｢ 状況判断重視｣ で

交通ル
ー ル が成り立 っ て い る ｡ そ れ で も､ 2 週間, 事故

に巻き込まれ る こ ともなく ､ 事故を目撃するこ ともなく

終わ っ た｡ (1 回 生 4 名/ 2 回 生 1 3 名)

○店に入 っ た ときな ど､ 人 々 の 無愛想さや まる で 怒 っ

て い るか の ような表情に初めは戸惑い を覚えた ｡ しか

し､ こ ち らが笑顔で挨拶する と笑 っ て くれ たりする の で､

怒 っ て い る訳 で はなく これ で普通な のだと次第に慣れ る

こ とが で きた｡ ( 相手 の 笑顔を引き出すには､ 自分がめ

げずに笑顔で ｢ 謝謝｣ を繰り返すこ と であ る｡) (1 回 生

1 名/ 2 回生7 名)

0 2 車線 の道路を車が 3 列にな っ て走 っ て い たり､ 信号

の な い と ころ で 人が平気で道を横断して いく様子は 日本

で は考えられな い ｡ (1 回 生 3 名/ 2 回生 4 名)

○ トイ レ の ドアも い ち い ち閉めな い ｡ 無駄な こ とは省く

と い う感じ で ある｡ (1 回 生 1 名/ 2 回 生 2 名)

○人 々 は心が でかく て多少の ことは気にしな い ｡ 中国 の

人 々 は変な遠慮や謙遜はしな い ｡ (1 回 生2 名/ 2 回生 1 名)

○ トイ レは慣れ る ま で多少時間がか かるか もしれ な い ｡

(1 回 生 1 名/ 2 回生 1 名)

○困 っ た の が トイ レ｡ 鍵 がかか らな い の は日常茶飯事｡

鍵 がかからな い の で 中に人が い る の か い な い の か を見極

める ことも難しく , な か なか入れ な いで い る間に現地の

人に順番を抜かされ入 られ て しま っ たりした ｡ また ､ 紙

がなか っ た り､ 水 が流れ なか っ たりした ことも多くあ っ

た｡ ｢ 大便禁止｣ の 張り紙が つ い て い る と こ ろもあ っ た ｡

(2 回 生 4 名)

○中国で
一 番 ｢ し っ か り考えて いかねば｣ と思 っ た の が ､

貧富の差 で ある｡ 日本とは比 べ も の にならな い ｡ 大学 の

前の道を歩い て い る人を見る限り で も, き ち っ と整 っ た

格好を して い る人も いれば､ 何日もお風呂に入 っ て い な

い ような真 っ 黒な人も い る｡ (1 回 生 1 名/ 2 回生 1 名)

○交通手段と してバ スや タク シ
ー に乗っ たが ､ タ ク シ ー

は ､ 日 本人はボ ッ タくられる と聞い て い た の で , 相当の

警戒心を持 っ て 乗 っ たけれ ど､ ｢ 韓国人 ? 日本人 ? ｣ か

ら始まり､ 片言 の 単語で会話したり して , 楽 しい思 い 出

にな っ た｡ (1 回 生 1 名/ 2 回生1 名)

○普段の 生活で 困っ た こ とは ,
こ ま か い お金になかなか

で きな い と い う こ と で あ っ た ｡
1 0 0 元札は使う こ とが で

きな い 場合が多い の で , あ ら か じめ こまか いお金を用意

してお く べ き で ある｡ 特 に 1 元はよく使う ｡
1 0 0 元札を

出すと店の 人は必ず透か しを見て偽札か どうか確かめ て

い た ｡ (2 回 生 5 名)

○ス
ー パ ー や 本屋さんに入る とき大きな鞄は預けなけれ

ばい けな い こ とに日本との 違い を感 じた｡ (2 回 生 4 名)

○中国の トイ レは噂に聞くほ どひ どくはなか っ た｡ む し

ろ トイ レを使用して い る人に驚い た｡ 鍵 が無 い と ころや

ドアがうまく閉まらな い と ころ も多い の だが､ そ ん な こ

とを全く気 にせず トイ レを使用 し て い る人が は とん ど

で , 若 い女性で も全く気にし て い な い風 で本当に驚い た｡

(2 回生 2 名)

○トイ レに対して 数 々 の 伝説を持 つ 中国であ る｡ 今は昔

ほどで はな い と思うが , 中国の トイ レをなめ て は い けな

い
｡ ポケ ッ トテ ィ ッ シ ュ や ウ ェ ッ トテ ィ ッ シ ュ を多め に

持 っ て 行く の がよ い ｡ 特 に万里 の 長城では汚く て 入れな

か っ た ｡ (2 回 生 2 名)

○土地も広い し人 も多い の で , と にかく自分は自分で 生

きて い く しかな い , 他人 の こ とをあまり深く構 っ て い る

余裕はな い と いう こ とを中国の 人は体得して い るよう に

見えた ｡ と い っ て 人間が冷た い と いうわ け ではなく , 縁

あ っ て 知り合 っ た人 と の
一

期
一 会 の出会いは大切にする

と いう こ とだ｡ (1 回 生 2 名)

○友達と
一

緒 にタク シ
ー に乗 っ て , 伊勢丹やそ の周辺 の

屋台に行 っ た ｡ 初め て タク シ
ー に乗 っ た ときは緊張した

が , き ち ん と目的地に行 っ て くれ , 快適 で あ っ た｡ 4 人

く ら い で乗 っ て割り勘をするとそんな にお金はかか らな

い
｡ (2 回 生 2 名)

○サ ー ビス 精神が 日本ほど行き届いて いな い ｡ 愛想の 良

い人 ､ 悪 い 人が は っ き りして い る｡ ( 2 回 生 2 名)

○物価が安い の で 買い物が楽し い ｡ ( 2 回 生 2 名)

○食生活に慣れ る のが難し い ｡ 中国 の料理は油が多く
一

人前 の量が多すぎて食 べ きれなか っ た ｡ 特 にホテルや料

理店の円卓のテ
ー ブル で の食事は量が多すぎて , 最初の

方に食 べ 過ぎて しまうと後か ら出され る物には, 既 に満

腹にな っ て しま っ て い て , 手が付けられなく ､ 最後ま で

楽しめな くな っ て しまう｡ 日本で は出され たも のは好き

嫌いせず全て 食 べ き る の が礼儀で ある と教え られ たが､

中国で は残し て も構わ な い と い うと こ ろに食文化の違い

を感じた ｡ (2 回 生)

○市場で ､ 肉はそ の まま吊し て あり､ 魚 も常温で管理 し

て い て ､ あ ま り衛生的だとは思えな い ｡ (1 回 生)

○中国で暮らし て い て 日本に帰 っ て きたら, 窮屈で仕方

がな い と思う｡ 日本には日本の素晴らし い と ころが ある

が ､ そ れ とは別に日本とい う国や日本人が小 さく思えた｡

(1 回 生)

○中国で は細か い こ とは気にしなくて も何とか なると い

う ことを自然に受け入れ ､ そ の 適当具合が心地良か っ た｡

何か と大雑把で ､ 日本人 の ように人目を気にするような

こともな く, 皆 が気取らず自然体に近い状態で 生き て い

るように見えた｡ 恋 人たちは全く 人目を慣らな い し, 公

共 マナ
ー ら し い も の を見る こ ともなか っ た｡ 交通ル

ー ル

も適当 で ､ そ れ で もうまく機能して い る のが中国だな あ

と思 っ た ｡ (1 回 生)

○ レス トラ ン で はみ んな食 べ 物を大量に残す｡ 中国には

中国の文化が ある ことは分か っ て い るが , そ れだけの 食

料で どれだけの貧し い 人を救う こ とがで きるだろうか と
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考えずには い られなか っ た｡ (1 回 生)

○衛生面な ど日本と比 べ て かなり遅れ て い るが, 日本は

潔癖すぎるように感 じて しまうと ころもある｡ (1 回 生)

○早朝に太極拳をする人 の姿を目撃したり､ 逆 さまにし

た ｢ 福｣ を掲げる店を見かけると, 古 き良き伝統を今で

も引き継い で い るように思 っ た｡ (1 回 生)

○お年寄りの方は本当に尊い存在で あるとされ ､ 日本と

の 違い を感 じた｡ (1 回 生)

○私が最初の 頃､ 最 も困っ た の は, 食事で ある｡ 学生食

堂の にお い , 味が駄目で ､ 近 づく の さえ苦痛だ っ た｡ し

か し､ ホ テ ル 1 階の レス トラ ンは ､ す ごくお い しくて ､

5 日 目からは ､ 常 にそ の レ ス トラ ン で 食 べ て い た ｡ 学生

食堂に比 べ て値段は高いが ､ 店内の雰囲気な どか らも
一

番勧められ る レス トラ ン で ある｡ (2 回 生)

○値切り交渉は中国語の と て も い い勉強にな ると思 っ

た｡ 友達と
一

緒 に頑張 っ て半額以下に値切 っ て買 っ たお

そろ い の チ ャ イナ ドレス は い い 思 い出だ｡ (2 回 生)

○中国で は至 る所に怪しげな 日本語があ るの が面白か っ

た｡ 例 えば､ 看板に ｢ チ セイナ ドス ( チ ャ イナ ドレス の

こ と)｣ と書 い て あ っ た り ､ 化粧品売り場の 中には ｢ ラ

ベ ンダ ー マ ダ ニ 取り｣ と い う意味不明な商品もあ っ た り

した｡ (2 回 生)

○中国で
一

番気にな っ た こ とは人 々 が道端で よく つ ばを

吐き捨て る こ と で ､ と て も不快に感じた ｡ (2 回 生)

0 2 週間で
一

番感 じた こ とは人 の 優しさであ る｡ 2 週間

で 出会えた中国の人 々 はみな本当に気さく で 親切な人ば

か り で あ っ た ｡ 歴史的な背景もあり , 日本人は嫌われ て

い る の で はな い の か , と思 っ て い たけれ ど､ 全くそんな

こ とはなか っ た ｡
パ ン 屋 の お じさん ､ 食堂 の お じさん､

料理 を教え て くれたお兄 さん ､ ホテ ル のボ ー イ さん､ マ ッ

ク の店員さん , 日本語学科の 学生さんな ど､ 沢山 の 人に

助けて もら っ て 感動し､ 思 わず, 人類みな兄弟だと思 っ

て しま っ た ｡ (2 回 生)

○バ ス は 1 元な の で 上手に利用 で きれば大変便利な交通

機関となる｡ (2 回 生)

○支払い をする の に少しまご つ い て い たら ､ 店員の 人が

財布の 中からさ っ とお金を持 っ て行 っ て しま い ､ 日本で

はありえな い こ とだと大変驚い た｡ (2 回 生)

○歓迎会や歓送会 もとて も充実して い た｡ 歓送会で は今

までお世話にな っ た方 々 にお礼をするために, み ん な で

テ レサ ･ テ ン の ｢ 甜蜜蜜｣ を中国語で 練習し､ 歌 っ た ｡

先生たち も手拍子を打 っ て 調子を合わせ ､ 喜ん で くれた ｡

(2 回生)

○朝はパ ン屋 さん で パ ン を買い ､ 夜 はホテル の レス トラ

ン で 食事をする ことが多か っ た｡ (2 回 生)

○近く の ス
ー

パ
ー に 水や食 べ 物 を買 い 出し に行 っ た ｡

ス
ー

パ
ー

は と て も役に立 っ た｡ (2 回 生)

4 異文化理解 ･ 国際交流につ いて考えた こ と

○学内の パ ン 屋 さん の店員さんとも仲良くなれた ｡ 帰国

前目にパ ン を買い に行 っ た ら ｢ 明日帰る っ て本当 ? ｣ と

聞かれ ､ 別れ を惜しん でくれた ｡ 写真を現像した ら必ず

送ろうと考え て い る｡ こ れ は ほん の小 さな 出来事か もし

れな い けれ ど､ 確か に始まっ て い る国際交流で ある｡ (1

回生 1 名/ 2 回 生 1 名)

○外国に来て ､ 改め て 日本と いう も の を見 つ めなお して

み ると, 自分 の 日本語に つ い て ､ また 日本人 として の 文

化的教養に つ い て反省させ られ , も っ と修養を積まねば

な らな い と思 っ た ｡ (1 回 生 1 名/ 2 回生 1 名)

○私が中国を学んだクラス は , 中国人 の 先生が 1 人 ､ イ

ギリ ス と日本か ら の留学生が各 1 人ず つ ､ あ とは韓国か

ら の 留学生で計 1 3 - 1 5 人 は ど で成 り立 っ て い た ｡ 皆

との 交流は基本的に英語と中国語を通じて 行っ た｡ 言葉

の み でお互 い を理解する こ とは で きず, ジ ェ ス チ ャ
ー を

活用 した ｡ また ､ コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン には辞書も役立 っ

た ｡ 時間がかか っ た が ､
お 互 い を理解しよう として い る

の が感じられ ､ う れ しか っ た｡ (1 回生 4 名)

○怖 い と思 っ た の は 日本と韓国の 歴史で ある｡ 韓国 の

人 々 は私たち に憎悪を抱い て は い な いが ,
｢ 朝鮮人｣ と

い う言葉を使う日本人にはと て つ もなく大きな憎悪を抱

い て い る ｡ 日本が韓国に して きた歴史の 根強さを実感 し

た｡ (1 回生 3 名)

○日本語学科の 学生たちと交流する機会があ っ た｡ 彼 ら

は日本語で 話して くれ て い る の に､ こ ち らは少ししか中

国語が話せ な か っ た の で ､ と て も もどか しか っ た ｡ (2

回 生 3 名)

○クラ ス メ ー トに は韓国人が多く､ 年齢層は幅広か っ た

が､ 皆積極的に話しか けてくれ て ､ と て も親しみやすか っ

た｡ お 互 い の 国の言語を教え合 っ たりし て言葉が十分に

伝わらなく て も､ 楽 しく過ごせ た｡ (2 回 生 2 名)

○昔の こ とだから私たちは知らな い , 私 たちには関係な

い とは言えな い ｡ 韓国の友達と語り合 っ て ､ 戦争､ 侵略

と い う ことが どれ は ど深い傷を作るか と い う ことを考え

て い かなければならな い と思 っ た｡ (1 回 生 2 名)

○日本語学科の学生と交流する ことが で きた の は本当に

良か っ た
｡ 同世代の 同じような立場の人 と交流するこ と

は大変貴重で ､
一

緒 に食事をした ときに､ ド ラマ ､ ア ニ

メ､ 芸能など の話が で きた し､ どん な も の に興味を持 っ

て い るかや ､ ど ん な生活をし て い るか に つ い て も聞く こ

とが で き て ､ と て も楽しか っ た ｡ (2 回 生 2 名)

○日本と中国 の間には様々な部分で複雑な問題を抱えて

い るけれ ど､ 中国 で 日本の ドラマ ､ ア ニ メな どが放映さ

れ て い る こ とが日本文化の理解に役割を果た して くれ て

い ると思 っ た｡ カ ッ トや編集をされ て は いたが ､ 歌は日

本語の まま で中国語字幕だ っ た ｡ ド ラマ ｢ ビ ッ ク マ ネ
ー

｣

や ア ニ メ ｢ ド ラゴ ンボ ー ル｣ ｢ エ ヴ ァ ンゲリオ ン｣ 等を
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見 つ けた時は驚く と同時に大変嬉しく思 っ た｡ (2 回 生

2 名)

○食の文化､ トイ レ の文化､ 礼儀 の文化､ 何 をと っ て も

日本とは大きく異な っ て い ると感じた ｡
ご飯は残すのが

美徳で あると い う の は､ 日本と正反対で ある｡ な か なか

受け入れ られなか っ た ｡ トイ レもそう で ある｡ 今 ま で ト

イ レはプライ ベ ー トル ー ム と し て使用して きた ｡ そ れ が,

中国で は ｢ 用を足す場｣ で しかなく , 個人 の エ リ アでは

な い の で ある｡ 最初は少し抵抗が あ っ たが ､ そ れ も慣れ

て しまえばどう と い う こ とはなか っ た ｡ (1 回 生)

○食堂の人たち も日本人留学生をすぐに覚え ､ い ろ い ろ

と考慮して 対応してくれた ｡ (1 回 生)

○日本を出た ら､ 自分が意識しなく て も相手か らは日本

人 と いうくく り で見られ る のだと いう こ とを改め て実感

した ｡ (1 回 生)

○今回 の研修で改め て 歴史を感じた ｡ 韓国や中国 の 人た

ちと､ 個人 として は仲良く話すこ とが でき て も､ 民族レ

ベル の諸にな るとど こか隙間が でき て しまっ た ｡ 国際交

流は こ の ような隙間を埋め るため に互 い にも っ とよく知

り合う こ とだと思 っ た ｡ (1 回 生)

O ｢ 郷 に入れば郷に従え｣ と い う こ とを実感した ｡ そ の

環境に慣れ る こ とが で きた者が沢山 の 文化を吸収するこ

とが で きる｡ (1 回 生)

○金銭感覚の 違い には気をつ ける必要がある ｡ 日本人 に

は安い と思う も の を他国 の 人もそう思う とは限らな い ｡

せ っ か く仲良くなれた友達で も､ こ の よ うな意見の 食い

違いで気まずくな っ て しまう こ ともある｡ (2 回生)

○最後の 晩餐会で みんな で 歌を歌っ た時に､ 涙で 目を潤

ませ て 喜ん で くれた こ とはず っ と忘れな い と思う｡ 言葉

はう まく伝えられなく て も, 気持ちは伝わ っ て い る の だ

と感じた ｡ (2 回生)

○中国に行く ま で は い わゆ る反日感情を恐れ て いたが ､

そ の 心配は全く杷憂に終わ っ た｡ 実際の 中国人 との 出会

い で 考えが変わり ､ マ ス メデ ィアから得た情報によ っ て

作られた 先入観で 相手 に臨む の は危険だと思 っ た｡ (2

回 生)

○韓国人 の ク ラス メ ー トは い つ も明るく て , 気 さくに話

しかけ て くれた ｡ 彼らが日本の 歌手な どに詳しい こ とに

驚い た ｡ (2 回 生)

○ス ー パ ー

で い き なり独学で 日本語を勉強して い ると い

う人に話しかけられた の には驚い た｡ び っ く りした けど､

嬉 しか っ た｡ そ の 人は日本人 の友達が い っ ぱ い い るそう

で ､ 他の 国の 人 と交流するには, こ う い っ た自分から飛

び込んで い くような勇気と行動力が必要なんだなと感じ

た｡ (2 回 生)

○よく会うなあ とい う人が出て きたら積極的に自分から

話しかけるように して仲良くな っ た｡ 会話は中国語や英

語がはとん どで あ っ た が,
一

番通 じる の はジ ェ ス チ ャ
ー

だ っ た｡ お 互 い の 国の 言葉や文化 を教え合 っ たり して ､

楽 しく交流した ｡ 国際交流で 大切な こ とは ､ 笑顔と積極

性だと思 っ た ｡ (2 回 生)

○価値観の違いな の か , 写真を撮ろう として い る人 の 前

を平然と横切 っ たり ､ 並 ん で い る列で ､ 日常茶飯事の よ

う に順番抜か しをする中国の 人 々 に対して ､ 自分は つ く

づく日本人 である と思 っ た｡ (2 回生)

○留学生用の ホテル にい たからか ､ 中国人だけでなく韓

国人やアメリカ人な どい ろ い ろな国の 人 と交流する機会

があり ､ 沢山 の 友達が で きた｡ 韓国人 の 友達と韓国料理

の 海鮮チゲを食 べ に行 っ たり､ 日本料理をごちそうした

り した ｡ 中国人 の 友達にはおにぎり とお味噌汁をごちそ

う して喜ん で もら っ た り した｡ そ の ような大変有意義で

楽しい 時間を過ごす中で 思 っ た こ とは, 国によ っ て い ろ

んな考え方があり ､ 価値観や仕草､ 笑い 方ま で 異なると

い う こ とであ っ た｡ (2 回 生)

○中国 と日本との 間の意識､ 価値観の差は結構大きい と

感じた｡ 自国の価値観に慣れて しま っ て い る以上､ 他国

の 文化を全て 受け入れ理解する ことは難 しい こ とだと思

う｡ しか し, 今 回 の企画に参加 して, 言葉がうまく通じ

なく て も, お 互 い がジ ェ ス チ ャ ー や表情を見て読み取ろ

う と努力し､ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を図ろうと努力するの

を見た時や､ 意思疎通がかな っ た時は何とも嬉しか っ た｡

(2 回生)

○互 い に知るためには言語はある程度必要で ､ 話 し合え

ばそれだけ相手の ことを深く知る ことが で きる｡ そ の よ

うな知識は文献では分からな い 生の も の も多くあり, 文

化を知る こ とと言語を理解する こと の 強い結び つ きを感

じた｡ (2 回 生)

○自然博物館で の こ と､ 日本 の 中国侵略に つ い て の展示

室があ っ た が, 館員に ｢ 日本人と言われ る の は何とも複

雑な気分だっ た｡ ま た､ 買い物をするときや タク シ
ー に

東るときは｢ 韓国人｣ と主張す べ しと言われ て い た｡ ぼ っ

た くりにあ っ た りするからだと言うが､ だ っ た ら､ い っ

な ら自分が｢ 日本人｣ だと言 っ て い い の か悩む こともあ っ

た｡ (2 回 生)

5 ま と め

○全体を通 して , こ の研修で 多く の もの を得た｡ 仲間,

友 人, 歴史､ 思 い や り､ 経験など, 本当にか けが え のな

い も の を得た｡ こ の研修に参加で きた こ とを心か ら嬉し

く思 う｡ (1 回 生 1 名/ 2 回生 5 名)

○た っ た 2 週間で あ っ た が､ 語学研修に参加して中国語

の ほか に､ 中国の文化､ 生活､ 交流､ 共同生活等､ 本当

に多く の こ とを学んだ｡ (1 回 生 1 名/ 2 回生 2 名)

○私は教育学部なの で ､ 今 ま で教師にな る こ とを目標に

勉強して きたが , G さ ん ( 中国人) の オ ペ レ 一 夕 - や そ

こ で働く人 々 ､ 中国全体を見て少し自分の視野が広が っ
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たよう に思う ｡ (1 回 生)

○三重大か ら参加した メ ンバ
ー

の 中 で で も学んだこ とは

多か っ た｡ 初め て 会 っ た 人 と
一

緒 に生活し, い ろ んな こ

とを話すこ とが で きた ｡ い ろ い ろ交流する中で 日本人同

士 で も異な る価値観をも っ て生き て い る こ とを改め て 実

感した｡ (1 回 生)

○ こ の経験は ､ 大学生括にお い て
一

番 の 思 い 出とな っ た ｡

自分 の 価値観が少 し変わ っ たよう にも思 う｡ 2 週間です

ごく成長するこ とが できた ｡ (1 回生)

○今回 の研修を通じて 語学の 学習以外に もたくさん の こ

とを勉強で き自分を見 つ めなおす良い 機会とな っ た｡ (2

回生)

○ こ れ ま で すごく狭か っ た 自分の 視野が 少しだけ開け

た｡ 勇気をも っ て こ の 語学研修に参加して 良か っ た｡ (2

回生)

○生 の中国に直に触れる こ とが で きた｡ 日本に つ い て 改

め て考えさせられる機会にもな っ た｡ 今 回､ 自分はや っ

ばり日本が好きな の だと分か っ た｡ 中国も魅力的だが ,

そ れ以上 に日本が自分の 母国だと実感 した｡ 生 まれ育ち､

形成して きた価値観はやはり母国の もの である｡ こ れ か

ら出会うで あろう世界中の 人 々 や国々 に, ま っ すぐ顔を

上げて 向き合える ような 人間にな りた い と思 っ た｡ (2

回生)

○今回 の参加者は ､ 学部も学年も専攻も様々 で , 普段 で

は あまり交流の 無い ような人 と知り合い ､ 友達になる こ

とがで きてよか っ た｡ ま た ､ 日 本を離れ て 中国とい う国

を見る こ とで自分の 日本観が少し変わ っ た気が した｡ (2

回生)

○就職活動中の 3 年生は , 参加するに当た っ て ある程度

の覚悟が必要で ある｡ こ の 2 週間は全く就職活動がで き

な い と考えなければならな い ｡ ただ､ 何 にも代え難い貴

重な体験がで きる し､ 事情を話せば配慮して くれ る企業

もある｡ (2 回 生)

○ こ の 経験だけで ｢ 中国は 0 0 だ｣ と い う観念を持たな

いよう にした い ｡ 見 て い な い部分､ 目に入 っ て い る の に

認識して い な い 部分が多くある の で , 次 は違う形 で 中国

に行き , 中国を見た い ｡ (2 回 生)

○中国は どん どん成長 し､ 天津も日に日に様変わ りし て

い く ｡ 昨年は出なか っ た お風呂の お湯が今年は何の苦労

もなく出た し､ 大学 の近く の ｢ 家世界｣ と い うス
ー パ ー

マ
ー ケ ッ ト も こ の 1 年 の 間に開店 した も の で あ る｡ ( 2

回 生)

○次に参加するときには中級に進みた い , 韓国 の友達が

で き て ハ ングルも勉強した い ､ お世話にな っ た あ の 人に

もう 一

度会 い た い ､ も っ と い ろ い ろな種類の料理 を食 べ

た い , と い う 思 い が強く ､
｢ こ れ で終わ り｣ の研修で は

なく ,
｢ こ こ か ら始める｣ た め の研修 になれば と願 っ て

い る｡ (2 回 生)

6 終わりに

紙数の 都合上 ､ す べ て の意見を網羅する ことは で きな

か っ た が ､ 以上 の 学生の 生の声によ っ て実態の全容が少

しで も浮かび上がれば幸い で ある｡ 記述にあたり , 1 回

生と 2 回 生に通じる共通の もの を優先し, 次 に同意見の

多い 順に取り上げる こ とに したが , 1 名で も紙数の 許す

限り載せ る こ とに した｡

こ の研修の ｢ 魅力 ･ 意義 ･ 成果｣ は､ こ こ に集約した

学生たち の意見によ っ て知られ る｡ そ れ を蛇足なが ら
一

言 に整理 して 示せば､ 次 の ようになろうか ｡

｢ 魅力｣ は , 広大な大地に生きる人 々 と交流し､ そ の

歴史や文化を直接に学ぶ ことが で きた こと｡

｢ 意義｣ は､ 語学学習 を通 して 多様な価値観に触れ ､

人生観や世界観を広げ深める契機が得られ た こと｡

｢ 成果｣ は , 本来 の 目的で ある語学が上達した こ とは

言うま で もなく､ 様 々 な異文化体験を味わ っ た こ と｡

｢ 成果｣ に つ い て は ｢
一

言｣ で は抽象的過ぎる の で ､

そ の詳細を箇条書きで示せば､

①語学 (特に聴解) が上達した こ と,

②友人 ( 日本人及び外国人) が で きた こ と,

③共同生活を通じ て 同じ日本人 で も価値観が異な る こ と

を発見した こと､

④自己 の視野 が広くな っ た こ と,

⑤自己省察の機会とな っ た こ と,

⑥中国観のみ ならず日本観にも変化が生じた こ と､

⑦概念的で はな い実践的な異文化交流が で きた こ と､

⑧中国の大地 ･ 歴史
･ 文化に直接的に触れた こ と､

と ま とめられ よう｡
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